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Jacque Ibert（1890-1962）の《コンチェルティーノ・ダ・カメラ Concertino 
da camera》（1935）とボザの《コンチェルティーノ》を分析し、比較するこ
とで、《コンチェルティーノ》におけるボザの書法の特徴を考察した。この分
析と比較によって、ボザとイベールの類似点が多く挙がった。拍子、速度、調
性、楽曲の形式は類似していることが多く、モチーフの類似もみられた。また、
伴奏の仕方や、旋律に対してアーティキュレーションの指示を細かくしている
ことも共通点として挙げられる。一方で、ボザの特徴も浮かび上がった。第 1
楽章においては、ボザは主題を労作しており、主題へのアプローチの仕方にイ
ベールとの違いが出ている。また、教会旋法の使用、五音音階の使用は、ボザ
にしかみられない。特に、この教会旋法の使用によって、あくまでも調性に縛
られているイベールとは異なり、ボザは旋法の中心音に縛られている。
　以上の考察から、《コンチェルティーノ》におけるボザの書法の特徴として、
主題の労作や、教会旋法や五音音階の使用が挙げられた。一方で、イベールと
の類似点もみられたため、ボザは《コンチェルティーノ》において、イベール
の様式を受け継ぎながら、そこに自身の書法を加えていると考えらえる。ミュー
ルは、演奏活動の頂点とされるボストン交響楽団との合衆国ツアーに合わせて
リサイタルを行なっており、その際、ボザの《コンチェルティーノ》を演奏し
ている。ボザの《コンチェルティーノ》を演奏したことは、ミュールがボザの
《コンチェルティーノ》を世界に広めたということでもあった。
